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地域マネジメントの概要・意義 1

2

地域マネジメントが

求められる背景、基本的

考え方やその進め方の

ポイントを押さえる

人口構造の変化に伴うニーズの変化

認知症や重度な要介護状態になっても、

住み慣れた地域で自分らしい暮らしを

人生の最後まで続けることができるようにする。

医療と介護の両方のニーズを有する高齢者の増加。

認知症高齢者の増加。

一人暮らし高齢者や高齢夫婦世帯の増加。

生活支援を必要とする高齢者の増加。

生産年齢人口の減少。

●

●

●

●

●

これを実現するためには、多職種・多主体が

有する力を統合して、高齢者が有する

課題を解決するといった、

地域マネジメントが必須となる。
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地域マネジメントの概要・意義

出所）厚生労働省：介護保険制度をめぐる最近の動向について、第92回介護保険部会（2022年3月24日）、資料1に加筆

地域マネジメントの目的は「課題の解決を通じた高齢者の望む暮らしの実現」である

「高齢者の望む暮らし」を実現するためには、専門職及び多主体による支援の両方が必要。そこで、

これら支援を統合し、高齢者が有する課題の解決を図るといった地域マネジメントを適切に展開する必要がある。

専門職による支援

多様な主体による支援

※介護保険内外のサービス・支援を融合する
ことによって、「様々なリスクに対応しな
がら、現在の暮らしを本人が望む暮らしに
近づけること」がマネジメント担当者に
期待されている役割である。
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地域マネジメントの概要・意義

地域マネジメントは、課題設定⇒要因分析と対策の実行⇒評価の順に展開する

マネジメントの目的は「課題を解決すること（＝現状を目指す姿に近づけること）」。

地域マネジメントでも、検討したいテーマ（例：通いの場を活用した活動性の向上の

推進）を決めた上で、目指す姿の設定 ⇒ 現状把握 ⇒ 課題抽出 ⇒ 要因分析 ⇒

対策の検討・実行 ⇒ 評価の順に展開する。

■
■

テーマ及び
目指す姿
の設定

テーマに
関する

現状把握

課題の
抽出と
具体化

要因分析
及び

目標設定

関係者を
交えた

対策の検討
及び実行

対策の
効果・成果

の確認

協議体などの

場を活用して

地域の課題を

解決する
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地域マネジメントの概要・意義

出所）厚生労働省HPより引用（https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12600000-Seisakutoukatsukan/0000184506.pdf）

地域マネジメントの手法は、全ての世代の課題解決にも応用できる

課題の複合化により、課題解決を図るためには、異なる分野や領域の関係者が課題を

共有し、それぞれが有する課題解決策を統合していく必要がある。

地域マネジメントの手法は、高齢者だけでなく、生活困窮者、障害者、子ども・

子育て家庭など、全ての世代の課題解決に応用できる、汎用性の高い手法である。

■

■

https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12600000-Seisakutoukatsukan/0000184506.pdf


実施に向けて持つべき視点 2
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出所）株式会社NTTデータ経営研究所：介護予防・日常生活支援総合事業／生活支援体制整備事業 これからの推進に向けて～伴走型支援から
見えてきた事業推進の方策～、平成30年度老人保健健康増進等事業補助金老人保健健康増進等事業「介護予防・日常生活支援総合事業
及び生活支援体制整備事業の効果的な推進方法に関する研究事業」報告書（2019年3月）を一部改変

視点１：協議体などを活用して、課題解決に関わる関係者の連携・協働を促す

ケアマネジャーが
得意とする領域

生活支援コーディネー
ターが得意とする領域

ケアマネジャーは介護保険サービスには詳しいが、自治会や民生委員などとの連携は

弱い。他方、生活支援コーディネーターは自治会などとの連携には強い。

高齢者が望む暮らしを実現するためには、両者の連携が必須となる。また、

保険者には、これら連携を促す仕掛けづくりや既存事業の活用が求められることになる。

■



実施に向けて持つべき視点 2
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視点２：個々の事例から、課題・必要な資源を把握し、対策を考える

高齢者が抱える課題がわからなければ、何に対してどのような対策をとるべきかが検討できない。

課題を把握する１つの手法が「個々の事例が抱える課題を分析すること」であり、そのためのツールが

「地域ケア会議」である。保険者は、個々の事例の課題そのものの解決を目指す必要はない（ここはケア

マネジャーが行う）。保険者として対応すべき課題は何かの視点で事例を眺め、対策を考えればよいのである。

■
■

出所）豊明市：「ふつうに暮らせるしあわせをどう支えるか」地域資源の発掘と新しい価値感の創造を目指してー地域包括ケア
「豊明モデル」けやきいきいきプロジェクト、第136回市町村職員を対象とするセミナー(2018年9月21日）より引用



実施に向けて持つべき視点 2
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視点３：地域マネジメントの構造とその手順を理解する

課題とは「目指す姿」と「現状」のギャップのことである。マネジメントでは、要因分析を行った上で、どう

すれば現状を目指す姿に近づけられるかの視点で対策を考えていくことになる。

下図は「通いの場を活用して、活動的な高齢者を増やしていくためにはどうしたらよいか？」というテーマに

関するマネジメントの構造例である。どのようなテーマを取り上げるかは、①前述した地域ケア会議の事例

から抽出する、②高齢者に関わっている関係者からテーマを挙げてもらうなどの方法が考えられる。

■

■

＜テーマ＞通いの場を活用して、活動的な高齢者を増やしていくためにはどうしたらよいか？

＜目指す姿＞

高齢者が通いの場に参加することで、活動的な生活が送れるようになること

＜現状＞

通いの場に参加されない高齢者がいる（特に、男性）

対策の実施

＜対策の検討・実施＞

男性へのヒアリングなどを参考に、

どうすれば参加するようになるのかを

関係者で検討し、対策を実行していく

要因分析
通いの場になぜ男性は

参加されないのか？



実施に向けて持つべき視点 2
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視点４：課題をどうやって解決するかの視点で、他部門の事業の活用を検討する

保険者は、「課題を解決するにはどうしたらよいか」ではなく、「国から示された事業や施策（＝手段）を

どのように構築するか」に視点が向いている。その結果、他の事業を活用するといった視点が弱い。

マネジメントでは、目指す姿を意識しながら、「課題を解決するためには何が必要か」を考え、そして、それ

を誰がどのようにやるかを考えていく。目的⇒手段の順に考えることで、他の事業の施策が活用できないかを

考えるようになる（庁内連携は、形から入るのではなく、ニーズから出発する）。

■

■

出所）豊明市：「ふつうに暮らせるしあわせをどう支えるか」地域資源の発掘と新しい価値感の創造を目指してー地域包括ケア
「豊明モデル」けやきいきいきプロジェクト、第136回市町村職員を対象とするセミナー(2018年9月21日）より引用



目指すべき効果・成果 3
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手段から考える思考から、ニーズから考える思考に近づくことができる。

目指す姿を意識した上で、課題を把握する思考が身に付く

起こっている結果ではなく、原因に対してアプローチする思考が身に付く。

より効果的な対策を考える力が付く

これら思考の強化により、課題解決力が高まる。他の事業を担当した場合も、

この手法を応用することができる。

施策担当者への効果・成果

●

●

●

●

●

他の事業が活用できないかの視点をもつことができるようになる。

様々な関係者（生活支援コーディネーターなど）との役割分担を明確に

することができる（自分の役割をより認識できるようになる）。

課題解決するためにはどのような社会資源が必要かがイメージできる。

その視点で地域を眺めると、必要な社会資源を発見できるようになる。

他者／他部門／民間企業等との連携への効果・成果

●

●

●



具体的に行うことの例（埼玉県北本市） 4
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・新たな出会い！ つながり！

・顔の見える関係性の構築、見える化

・活動、課題、思いの共有

協働による
社会課題の解決

各地の取り組み例（定期的なセミナーを活用した資源の把握とつながりづくり）

効 果



具体的に行うことの例（愛知県豊明市） 4
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各地の取り組み例（地域ケア会議を活用した地域課題と資源の把握）

出所）豊明市：ふつうに暮らせるしあわせをどう支えるかー地域ケア会議から新たな価値観の創造へ，

国立社会保障・人口問題研究所第23回厚生政策セミナー(2019.2.5)より引用

生活にニーズが分かってはじめて

これまで見えていなかった「資源」が見えてくる



振り返り・まとめ

１ 地域マネジメントの目的は「課題の解決を通じた高齢者の
望む暮らしの実現」である。

2 地域マネジメントは、テーマを決めた上で、目指す姿の設定⇒現状
把握⇒課題設定⇒要因分析と対策の実行⇒評価の順に展開する。

3

4 課題を解決するためには、関係者の連携・協働が必要。保険者は、
協議体などの場を活用して、これらを促していく必要がある。

5 課題解決するためには何が必要かを考え、その手段として他部門の事業
や施策が活用できないかを見にいくと、庁内連携ができるようになる。

地域マネジメントの考え方は、生活困窮者／障害者／子ども・
子育て家庭などが抱える課題の解決にも応用できる。



参考

第136回市町村職員を対象とするセミナー

豊明市：「「ふつうに暮らせるしあわせをどう支えるか」地域資源の発掘と

新しい価値観の創造を目指して」

■

https://www.mhlw.go.jp/content/12600000/000361948.pdf

https://www.mhlw.go.jp/content/12600000/000361948.pdf
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